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脳和 49年度事業成績の械要

1.漁況海況予報事業

取bまとめ今村 明

(目的)

沿岸、沖合定線観測調査とスルメイカ漁場一斉調査を行在L¥重要魚種との関連を究明すると

共K、漁況海況情報を正確かつ迅速に普及公報するととKよ払漁業経営の安定K資する。また、

日本海tc:$"ける漁況海況情報事業試験(漁業情報サービスセンター )VC対して情報を提供する。

国庫1/2補助事業。

〈方法)

「漁況海況予報事業実施方針J(水溜=r)、「昭和49年度漁況海況予報事業調査指針J(日

水研)、「昭和49年度日本海K台ける漁海況情報事業試験実施要領J(漁業情報サーピスセン

ター)によって実施。

(実施状況〉

。)実施調査鉛:立山丸(1 0 4. 7 5トン、 3101P)

乗組員船長浦本己之重外12名

位)実施の概要

沿岸定線海洋観測調査(ニー 7線)及び沖合定線海洋観測調査(T線〉

調査年月日 観問点 調査員名
稚仔分布調査点

備 考
マイワシ スルメイカ

4虫 4. 3-- 6 26点 浦本己之重 1 7点

4. 30...... 5. 2 1/ 土井捷三郎 11 

& 5-- 7 11 土井捷三郎 11 

Z 2 ...... 4 1/ 今村 明

7. 31- 8. 2 1/ 山田 稔

9. 4 ...... 6 1/ 土井捷三郎 1 7点

10. 5 11 土井捷三郎 11 

10. 29-1 t 1 11 浦本己之重 11 

1 2. 2 ...... 4 11 浦本己之重

50. t 6- 8 11 土井捷三郎

2. 3-- 9 1 7点 今村 明 沖合T線(26点)(言問実施

3. 4-- 5 26点 浦本己之重



スルメイカ漁場一斉調査及び試験操業船の共同運航調査

調査年月日 毎観晦級ひ定:点 調査員名 稚仔分布調査点 備 考

4呪 5. 27-6. 2 すの5線24点
土井捷三郎

今村 明

7. 1 6- 20 E線 1 2点 今村 明 共同運航調査

8. 27-虫 2 すの1線18点 今村 明 20点

〈調査結果〉

調査結尉ま水産庁から「水産試験研究機関海洋観測資料Jとして公表される予定。県内漁業関

係者陀は「富山湾漁海況概報J49-1~12号K 主 b 通報した。また、昭和 49年度北部日本

海漁海況連絡会議(9月〉、昭和49年度日本海漁海況連絡会議(3月〉、昭和49年度第1園、

第2回スルメイカ長期予報会議(6月、?月 )K会議資料として報告した。

2. 沿岸漁況観測事業

I 漁況収集および情報サービス

油谷三郎・萩原祥信・大森栄子

。)漁況収集

県下の主要漁業根拠地である、氷見・新湊・滑)11(ホタルイカの漁期のみ)・魚樟・黒部

の5漁業協同組合K$'"ける、漁業男広魚種別漁獲量を漁協職員K依頼して収集してもらい、

電話で毎日連絡してもらう方法によって行なった。さらK、他府県K~ける情報も、随時、

テレフクス、及び電話で収集した。左b漁況収集K協力いただいた、下記漁協職員の方々に

は謝意を表します。

氷見販売漁業連合会 浜本秀喜 . 笹原喜
新湊漁業協同組合 野村善雄 村井勝一

滑川 グ 石倉サツ

魚樟 11 島崎 博

黒部 11 田中 満

。)情報サービス

収集した毎日の漁獲状況を、地区別・漁業種類別・主要魚種jjljK、匂計としてとbまとめ、

過去5カ年@同句漁況と比較して、一覧表削減した。

との表を勾報として、 4月上句から、翌年3月下匂まで、計36回公表した。

- 2 -



匂報の郵便による送付先は、県内漁業組合・主要漁業者・方江業者及び関係犠関で、合計

7 5通である。

E プUの漁況予報と穣織放流

今村 明・土井捷三郎

。)漁況の予報

昭和49年tcj?ける、夏から冬にかけてのプリ漁況の見通しを、 8月10日付及び9月9

日付の漁海況概報K記載した。また、 10月8、9日陀富山市で開催された、第14回プリ

漁況予報技術連絡会の資料K記載した。

ζれらKよると、フクラギKついては、漁獲の山が一回型で、 2.200トン前後の漁獲が

見とまれるとし、中プリ以上Kついては、昨年を上回b、約15 0トンが見とまれるとして

いた。漁況の結果としては、フクラギは、漁獲の山が一回裂で、 2.586トンの漁獲があ払

中プリ以上の漁獲は、 177トンであった。

(2) 標識放流

プリ若令魚の北上期tc~ける富山湾への加入経路を解明するため、能登沖合海域で標識放

流を行左L¥その再捕状況から湾内添加機構を考察した。

経過及び結呆の概要Kついては、富山市で開催された、第 14回プリ漁況予報技術連絡会

の会議資料K記載し、報告した。

E 沿岸重要謹の漁況予報と生態調蓋

。) ホタルイカ

① 漁況予報

今村 明・土井捷三郎

昭和49年、春~夏K~ける、ホタルイカの漁況見通しについて、 5 月 2 0日付、ホタ

ルイカ概報(第3号〉として、関係者K公表した。その内容で、漁獲は平年並、漁期が遅

れるとした。しかし、その後、漁獲量の伸びが予想よb下廻わる傾向Kあったため、 5月

1 6日付、ホタルイカ概報(第4号 )tc、漁獲の経過と不振原因の検討結果を記載した。

最終的Kは、 1.0 26トンと、昭和41年Kつぐ不漁年であった。

詳し〈は、上記概報及び昭和50年5月20日付のホタルイカ概報(第5号)を重量照さ
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れた、、。

@ 生態調査

昭和47年からつづけて実施している、ホタルイカ@魚体測定を下表。と$'-1)実施した。

測定項目は、外套背長、体重、及び卵巣重量であb、2月23日から7月18自主で計

1 4園、1.200尾Kついてbと在った。

ホタルイカ測定表

採集月日 測定尾数 採集掲所 採集月日 測定尾数 採集場所

4虫 2. 23 5 0 魚樟 4虫 5. 24 1 0 0 魚樟

4虫 3. 1 6 5 0 11 4虫& 4 1 0 0 11 

4虫 4. 9 5 0 11 49. 6.10 100 11 

4虫 4. 1 6 5 0 11 49. 6. 18 100 11 

4虫 4. 23 100 11 4虫 6. 25 1 0 0 11 

4虫 5. 8 1 0 0 11 4虫 Z 2 1 0 0 " 
49. 5.15 1 0 0 11 49. 7. 18 1 0 0 " 

以上ホタルイカに関する結尉ま、過去の資料とともに、昭和50年5月、新潟市で開催

された、昭和49年度日本海プロック漁海況連絡会議のシYポジューム陀卦いて「富山湾

t'C$'-けるホタルイカ漁況の予測手段Kついて」として発表した。

位) シラエピ

本年度から新し〈対象種としてとbあげ、本年度は事前調査として、魚体測定、漁業の実

態調査を行在った。

魚体測定は下記陀示したと$'-tで、 4月17日から 11月15日までの計15回、 750

.尾Kついて、実態調査は、漁業実施地区〈新湊、岩瀬、水橋)~$"いて、漁具、漁法等Kつ

いて行在った。

シラエピ測定表

採集月日 測定尾数 採集場所 採集月日 測定尾数 採集場所

4虫 4. 1 7 5 0 岩瀬 4虫 8. 2 50 岩瀬

4虫 4. 30 50 H 49. 8.19 5 0 " 
4呪 5. 1 6 5 0 11 4虫9. 4 50 11 

49. 5.30 50 H 4曳虫 14 5 0 11 
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採集月日 測定尾数 採集場所 採集月日 測定尾数 採集場所

49. 6. 17 50 岩瀬 4虫 10. 4 50 岩瀬

49. Z 5 0 11 49. 10.14 50 11 

49. 7. 1 5 50 11 49. 10.31 5 0 11 

4虫 11 1 5 5 0 11 

走事Pとの鵠査結果@一部は、「富山湾のシラエピ (Pas1phaeasp. )についてJとし

て、日本海区水産試験研究連絡=ユース、必2B5VC報告した。

W 噌算組織によるデータ処理と事務機械化

山田 捻・今村 明

電子計算牒(富山県〉で使用しているコンピューター(FACOM230-45-S)を利用し、海

洋観測資料及び漁獲量K関する資料などの整理、データ集積、技術計算を行在うための基礎づ

< tを、本年度から実施した。

実施した作業は下記のとをbであづた0

(1 ) 海洋観測資料

・集積資料の決定 ・資料の整理 ・データシートの作製と転記 ・入力方法の決定

・入力方法のプログラム化 ・出力方法の決定 ・出力方法のプログラム化 ・実行

・検定

(2)漁獲量資料

・集積資料の決定 ・資料の整理 ・データシートの作製と転記 ・魚種コードの決定

・地域ヨードの決定 ・句コードの決定 ・入力・出力方法の決定とプログラム化 ・実行

.検定

(劫技術計算

ホタルイカ漁獲量の周期分析

何)VCついてはEのので述べたシンポジュームで発表した。
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3．沖合漁場開発調査

Ｉ日本海マス流網漁業調査

山田稔

（目的）

日本海沖合のマス類の資源動向を明らかにし、国際的な資源評価に重要左役割を果たす基礎資

料を収集すると共に、本県当業船に適切な漁業指導を行なうことを目的とする。

（実施状況）

（１）調査其澗昭和４９年３月２５日～５月２０日

（２）調査船立山丸（１０４トン５１０馬力）浦本船長外１２名乗組

⑤調査海域日本海沖合海域

（方法）

水産庁が定める「日本海マス調査要綱」による。

（調査結果の概要）

（１）着業隻数について

富山県からの出漁隻数は、流網５隻、はえなわ１隻で近年最も少なかった。これは減船措

圃で出漁船が減少したことの他に、不漁年のため、はえなわ船が出漁を見合せたことによる

ものと思われる。

（２）来遊水準について

調査船の操業結果及びはえなわ船の鉢当り漁猿尾数などからみて、近年の不漁年の水準を

上廻ったと思われる。

（５）漁況及び漁場について

漁況は４月中旬まで振わなかったが以後もち直した。水温の上昇テンポが遅かったため漁

場は例年になく本土寄りに形成され、北上が遅れたが５月下旬から急速に北上した。漁場別

にみると、西区が不振であり、中部～東部、特に中部海域で例年になく好漁場が形成された。

６月に入っても漁況が続いたことは例年にないことである。

（４）魚体について

不漁年大型という従来の法則と異なり近年の不漁年のうち最も４画』になっている。このこ

とは７６年級の来遊に関して注目すべき点である。

（調査結果登載印刷物）

昭和４９年度日本海戎す調査記録（水産庁日本海区水産研究所編）

６



E ペニズワイ資源調査

〈目的〉

富山湾一円陀於けるベニズワイ資源の動向を調査し:漁業管理、適正漁獲量り推定を行在うため

の基礎資料を収集するつ

(調査期間)

昭和49年 10月......1 1月

(調査船)

立山丸(1 0 4トン 310馬力) 浦本船長外12名乗組

(調査海域)

富山湾一円〈図-1 ) 

(調査方法)

ベエズワイカゴ漁具を使用して、別K定める調査定点K於いて、雌雄別漁獲量及び生物調査を

実施する。

〈調査結果)

との調査は45年及び47年の同時期K今次と同様の方法で、調査を行在ったのでそれらと比

較して検討する。

'(1 )雄ガェの漁獲量Kついて

延べ8回操業し延べ投入箆数は148個であった。 1範当b平均漁獲量は4.0であ9，45 

年の12.6尾、 47年の 6.4尾~<らべて低〈在っている。との点からも資源の水準は、さ

らK低〈左っているととが示唆される。定点別の 1範当b平均漁礎量は最高はST8の虫?

尾であ払最低は ST4の1.1 7尾である。海域別では湾奥部が低〈湾口部で高い関係は前

2回の調査と同じであった。

(2) 雄ガ=の甲巾組成Kついて

調査を行在った全地点Kついて甲巾組成を行在った。調査定点別の平均甲巾は 10 8.9 6 

兎(S T 5 )......， 1 3 2. 7 1 % ( S T 4 )で全調査点の平均甲巾は11 Z G %であった。これ

は47年の1O. 9 ...... 1 2 2. 3 %'、平均116.6%.、45年の90.8.....11.4%'.、平均105.7

%~(らべると大きい方へ偏している。

β) 資源量の推定について

1範当b平均漁獲量からの資源、量推定は行わ左かったが47年VC(らべてその水準は低下

しているととが示唆された。
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ベエズワイ寵操業記録

調査月 日 10. 14 10.15 10.16 10. 17 11. 12 11. 15 11. 19 11. 20 

2騒地点番号 5 2 5 4 6 8 7 

漁

緯 度 36-53 36-54 37-01 36-58 37-03 36-53 37-11 37-07 

場

経 度 137-13 137-16 137-17 137-23 137-11 137-20 137-18 137-24 

気
天 侯 o 。 B c BC R c BC 

象
風 向 力 S 3 NE5 NE5 SSw8 E 1 SW3 SW3 SW6 

開始 650m 800 1，000 850 1，000 900 1，100 1.060 

投大水深

操 終了 800m 950 1，100 750 1，060 900 1000 1，040 

業 かに飽 1 6 16 20 1 8 20 1 9 1 9 20 

使用舗数

状 ばい範 4 4 5 5 4 4 2 4 

況 留置時間 23.3h 23.0h 21.4h 21.6h 78.3h 92.3h 19.9h 119.8h 

餌の種類 冷凍サ".: " " " " " " " 

合 54 51 51 21 65 27 188 1 3 5 

ベニズワイ

漁 古 11 2 1 3 1 68 4 43 

獲

物
ツ J、- イ 68 1 2 64 32 

，園、

個
オオエッチュウバイ

体
チヂミヱゾポラ

数
、-'
ヤマトモエピ 5 2 5 

クロザsコエピ 1 

かK能1範当b漁獲数 五38 3.19 2.55 1.17 五25 1.42 9.89 6.75 
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調査定点別雄ガニの甲巾組成

ゐ?ぎ 2 5 4 5 6 7 8 

75- 79 。 2 。 。 。 。
80- 84 4 。 5 4 。 2 

85- 89 。 5 。 2 2 

90- 94 3 。 5 2 8 1 0 

95- 99 。 。 。 8 2 1 0 

100-104 4 6 7 。 1 0 5 1 1 9 

105-109 5 6 6 2 4 5 6 ? 

1 1 0-1 1 4 。 。 7 。 4 5 4 1 3 

1 1 5-1 1 9 。 5 。 5 4 5 8 

120-124 2 4 5 4 1 2 9 

125-129 5 2 4 4 8 2 1 2 

130-134 5 4 6 2 4 8 5 1 5 

135-139 2 5 5 5 5 4 7 

140-144 2 8 2 2 。 6 

1 45-1 49 。 2 5 。 4 

150-154 5 7 。 。 。 5 。
ぷロ』 計 26 4 6 5 4 1 7 5 3 6 2 7 2 100 

平 均 120.92 123.15 115.89 132]1 108.96 119.29 113.99 116.051 

標準偏差 20.54 2439 1658 11.51 16.03 19.23 17.08 14.72 
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E 沖合スルメイカ漁場調牽

(目的〉

夏期から秋期医かけて、沖合スルメイカの分布状況を調査し県内出漁業者K有意義在情報を伝

達すると共臥安全操期旨導を実施しようとするものである。

〈調査期間〉

第1次調査 4虫 6. 1 0 -- 6. 1 5 

第2次調査 4虫 7. 22 -- 7. 27 

第5次調査 4虫 8. 1 9 -- 8. 2 2 

第4次調査 4呪 9. 1 0 -- 虫 1 4 

〈調査海域)

日本海沖合〈大和堆附近〉

(調査船)

立山丸(1 0 4トン 75 

〈調査内容〉

3 1 0馬力) 浦本船長外12名乗組

水産庁の定める『スルメイカ資源調査要領Jtcよる。

(調査結果)

。)漁場と漁況の推移

県内から出漁する操業船の操業範囲から追跡してみると、 5月中句から出漁し校胤は、へ〈

ら島附近及び福浦沖を中心tc6月中匂まで平年並みの漁が続いた。 6月下匂から大和堆附近

を中心陀やや分散していたが、魚樟港根拠船は7月中匂K直江津沖へ出漁し一時的に好漁し

た。 9月以降は大和堆附近を中心K拡大された治人漁況は急激K低下した。とのため沖合で

の漁況は48年より悪<4 6年並みか、やや下廻る漁況であった。

位)スルメイカ群の性状

本年の魚体組成の推移は6月から?月の調査期間中は、過去5カ年陀〈らべると若干小型

であった。又、雌の群成熟率は平年並みからやや上廻っている領向があるが、とれは8月中

下句陀大和堆附近での夏生れ群の混獲が多かったζと陀よるものと思われる。
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スルメ イ

→

ﾄコ

力試験操業記録

航海次数 １ ２ ３ ４

操業次数 １ ２ ５ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１

操業月日 ６１０ ６１２ 6．１３ ス２５ スウ２４ Z２５ ス２５ 8．２０ Ｒ１１ ，．１１ ’１２

漁
場

緯度

経度

37匙５５iＩ

１５余451Ｖ

3７－５５

１５６－４１

3７－５９

1３６－５０

３７－１７

1５５－５５

5８－５４

１３６－０８

5９－１５

1３６－１９

5９－０５

１５６－１５

5９－２１

１５６－４２

5９－２１

1５６－４０

3９－５２

1３６－２１

5９－４１

1３６－３１

気
象

天候

風向力

波浪

０

ＮＥ１ｍ

１

ＢＣ

Ｅ１ｍ

１

ＢＣ

ＷＳＷ１ｍ

１

０

mＮＥ５ｍ

２

ＢＯ

ＥＮＥ２ｍ

２

０

ＥＮＥ２ｍ

２

０

ＥｍＥ１ｍ

３

ＢＣ

ＮＮｗ１ｍ

２

Ｂ

Ｎ１ｍ

２

Ｂ

Ｎ２ｍ

２

ＢＯ

Ｎｍ１ｍ

１

水
温

０ｍ

２０ｍ

５０ｍ

１００ｍ

２００ｍ

２０．１

１６．９

1５．０

１１．３

１０．３

1１２

１７１３

1４．８

１０．６

１０．０

２０．９

１８．５０

1１．０１

5．９５

1．５８

２２．４

１２６５

１５．５７

１１．１８

3．５５

２２．３

1２０７

１２．１１

5．７１

1．７３

２２．６

１８．５８

１４．５５

7１７９

２４．６

１８‘６２

１１．５０

5．６４

1．６２

２１b６

２１．８９

ス６１

5．４６

1．２１

２１４

･１４．４０

8．１７

5．７６

1．５９

２０．９

１４．３８

ス４６

5．５９

1．２２

塩
分

０ｍ

２０ｍ

５０ｍ

ｌＯＯｍ

２００ｍ

３３．７１

５５．８５

５４．３４

３４．１３

５４．０６

３３．６５

３３．８０

３４．５９

３４．２７

３４．２１

５３６２

３３．７９

5４．５５

５４．１６

３４．０８

３３．６１

３５も８９

５４．４７

３４．２６

操業時間 7１０ 8．５ 8．５ １０ ス０ 1．．４ 6．０ １０ 1．５ 5．５ １５

釣機台数 自動6手鼠２ 同左 同左 同上 同左 同左 同左 同左 自動5台 同左 同左

漁獲尾数 ＆３７０ 3，０５０ 1，４７０ 1，９５０ 1，０７０ ２３ 1，８９０ ス７００ ５２ ５４０ 1，３６０

単位漁獲尾数 ６８．８ ５１．５ ２４．７ ３１．０ ２１．８ 2.5 ４５．０ １２２．０ 6.9 １２６ ２８．６

水揚げ金額 ２９０，９１６円 ２４３，０００円 ７４８，４４０ １４０，０００円

平均単価 １，０１４円 １，２１５円 2．２６８ ２，０００円



スルメイカ生物調査結呆

操 業 次 数 5 7 8 1 1 

調 査 尾 数 5 0 5 0 5 0 5 0 

範 囲 5.9 cm 1 0. 9 7. 3 8.4 

外 最 大 2五4 cm 2 7. 3 2 6. 2 28.3 

套
最 1 7. 5 cm 1 6. 4 1 8.9 1 9. 9 

背
長 平 均 2 O. 7 0ω 2 0.99 2 3.00 2 2. 7 4 

標単偏差 t 2 7 cm t 7 3 1. 4 0 1. 7 0 

範 囲 1 36 g 318 212 306 

体 最 大 23 6 g 4 0 4 340 458 

最 1 0 0 g 8 6 1 2 8 1 5 2 

重 平 均 1 64.5 g 1 8 0.4 2 4 3.7 234.8 

標準偏差 2虫7 g 48.9 44.3 6 3. 9 

平均てん卵腺長 21.79mm 30.36 3 8.0 8 37.7 4 

平均卵巣重量 0.1 8 g 2.8 9 2.2 0 2.13 

平均精巣重量 1. 4 5 g 2.6 7 5.3 7 4.8 4 

平均肝臓重量 1 4. 8 g 1 7. 7 g 2 7. 8 2 O. 9 

雌雄比 8 ♀ 2 9 : 2 1 2 6 : 2 4 2 6 : 2 4 25: 2 5 

群交接率紛 6.9 t/J 1 1. 5 婦 53.8 領 4 0.0 t/J 

17.1-18.0 2 

1 8.1 -1 9. 0 1 1 5 

1 9. 1 .......2 0.0 3 2 8 7 

外 20.1.......21.0 2 7 2 3 8 5 

套 2 1. 1.......22.0 1 9 2 7 1 8 8 

背
22.1.......23.0 7 2 4 2 7 1 7 

長

組 2五1.......24.0 2 9 1 9 3 1 

成 24.1.......25.0 4 1 4 2 0 

--、
2 5.1 -26. 0 5 9 領

2 6.1-2 7. 0 6 

27. 1 -2 8.0 5 

28.1.......29.0 5 
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4.定置漁業技術改良試験

今村 明・土井捷三郎

1 富山泊におけるバイオテレメトリーシステムによるプリ生態嗣査

〈目的〉

バイオテレメトリー技術を使って、富山湾VC$'"けるプリの生態及び定置網K対するプリの行動

を明らかにしようとするもので、石川県水産試験場と共同で実施した。

〈方法〉

プリ K超音波送信器(測深ピンガー〉を下腹部曳航方式で装着放流し、舷測設置受波器Kよる

追跡方法で調査した。同時K追跡海域の環境調査も実施した。

(実施状況)

使用船舶:石川水試 白山丸(1 1虫2トン)及び藤剛丸(3 2トン〉、追跡調査

富山水試立山丸(1 0 4.7 5トン〉

実施期間:昭和 49年 11月6日.....，8日 ( 2回〉

実施海域:別図のプリ水平移動図に示ナとj:;-t能登内浦海域

供試魚:調査1回目(尾叉長85.5 cm) 追跡時間6時間15分

調査E回目〈尾叉長74.0c回) 追跡時間21時間

〈調査結果の概要〉

。)プリは一般に瀬がある場合、付〈傾向がある。

、環境調査

(2) プリの水平、垂直速度は日没前後陀増加し、垂直速度は日出前後Kも増加する。

(3) プリの昼間の垂直行動は海底水深の浅深陀よb、深い場合Kは表層、浅い場合Kは海底地

形K沿う行動がみられる。

(4) プリの活動度は昼間よ b夜間が高〈、特K日出、日没陀高〈在る。

(5) プリの遊泳速度を尾叉長単位の速度にすると、大きさK関係在〈平均的Kはほぼ一定の値、

1尾叉長/1秒間と在るo

(6) プリの垂直行動遊泳パターンは、 V字型を示し、潜水前と浮上後の遊泳水深K変化が左い。

(7)環境要因との対応では、沿岸の渦流域の流れと関連がみられる。

(8) 定置網との対応では、網への接近位置陀主払入網と通過の相違がみられた。
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調査 I 調査 E

プリの水平移動図と海底地形

(調査結果登載印刷物〉

能登地域漁業開発調査報告書(昭和49年度) 水面T、石川県水産試験場

E 定置網身網内における魚群の行動制査

(目的)

定置網身網内でフクラギ(プリ当才魚)標識放流(タッキ YグガY方式)を行左し¥その漁獲

状況から魚群の居残タを算出する方法で、身網内K砕ける魚群の行動及び定置網聞の競合関係Kつい

ついて明らか忙しようとするものである。

(実施状況)

調査期日:9月12日.......13日

調査海域:氷見地先(対象網、灘浦定置漁業組合〉

供試魚:フクラギ(プリ当才魚)、放流尾数、 117尾

(調査結果の慨要)

-1 5ー



身網内の魚群の出網という懸念K対して逃亡率は6創の算出結呆と在っている。また、定置網

聞の競合腐係については敷設自体が魚礁的意味合いをもっととがうかがえる。

〈調査結果登載印刷物)

第7回漁具漁法試験研究推進全国会議資料(水産庁)

E 定櫨漁場の精密測量

(目的)

吉原漁協と共同で目合又定置漁場〈定第5号ぶれきば定置、入普町吉原地先〉の水深漁場図

を作製し、敷設位置の改良をはかる。

(方法)

海上固定療識旗基点測深調査方法(海上基点16点、陸上基点4点〉

〈実施状況〉

調査期間:水深測量(昭和49年5月13日.......14日〉

陸上測量(昭和49年5月14日〉

調査海域:吉原地先日合叉定置網付近

使用船舶:はやっき(1呪97トン〉

測深儀 :FM-3A型(2 0 0 kc) 

〈調査結果〉

図面尺度1/50000漁場水深図を作製

5. 沿岸重要漁業資源委託調査

〈目的〉

取bまとめ 油谷三郎

回遊性沿岸重要魚種の生物学的情報の収集。在b、ζの調査は国の委託調査で継続実施してい

るものである。

〈方法〉

「昭和49年度沿岸重要漁業資源委託調査要綱J(日水研〉による。

調査員:山田稔、今村明、萩原祥信、土井健三郎、大森栄子
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〈実施状況)

魚体測定

魚種名 回数 測定総尾数 備 考

『司P イ ワ シ 2 0 1，4 58尾 ，J明~中羽中心

ウルメイワシ 1 2 1，04 0 中羽中心

カタクチイワシ 1 7 1， 5 6 0 各ステージ

句司F 7 ジ 4 0 3，430 スーパー~中アジ中，心

『司F サ ，、. 1 6 1， 1 5 2 小サバ中心

スルメイカ 5 128 定置約漁獲物

フ 類 8 2 8 1 当才魚中心

(調査結呆)

調査結果は調査要綱の様式K従い日本海区水産研究所K報告した。また、湾内の重要魚種の資

源水準の動向は次表のと~!Jである。

昭和 49年度VCj;>oける資源水準の評価

魚 種 名 資源水準の評価

イ
『司F イ ワ シ 増加傾向

ワ ウルメイワシ 横ばいから増加傾向シ
類 カタクチイワシ 横 ば L 、

『司F ア ジ 減少傾向あるも局地的漁あり

.マ サ ，と 隣接海域の高水準K比べ、低水準で横ばい

ス JV メ イ カ 減少傾向にあるも 49年度冬期漁あb

プ 類 当才魚安定傾向あるも今後警戒

カ -マ ス 変動あるも安定傾向

~ グ ロ 類 減少傾向にあるも 49年メジ好漁

ホ タ Jレ イ カ 変動あるも安定傾向

(調査結果登載印刷物〉

昭和47、48、49年度 沿岸重要漁業資源調査報告書〔富山水試資料1号〕

-17-



6 さけ河口通過稚魚観測事業

萩原祥信

〈目的〉

河川内の放流さけ稚魚の誠耗機構とその度合を明らか陀するための観測調査で、資料を蓄積す

るため47年から継続実施してお・夕、 1/2が国庫補助。

(方法)

河口通過稚魚観測事業実施要領(水産庁 )VCよる。

(実施状況)

調査河川 庄川

調査月日 5 O. 2. 2 4 3. 2 

5 o. 3. 1 3 -- 3. 2 0 

〈結果の概要)

さけ稚魚2，05 0，0 0 0尾を2回Kわけて放流したが、推定通過稚魚数は48，87 3尾で、 b

よそ2.4婦が、 15日聞の調査期間中K観測地点を通過したととに在る。

稚魚の最も多〈降下する時間帯は 18.00から 22.0 0聞であb、日中はあま b降下し在かっ

た。

(調査結呆登載印刷物)

昭和49年度河口通過稚魚観測事業調査報告書 富山水試

7. 浅海増殖漁場調査

奈倉 昇

〈目的)

テングサ漁場Kなけるテングサの着生状況Kついて調査をし、災害発生時の共済対策陀即応

できるよう富山県漁業共済組合と協力Lて実施する。

〈実施場所及び実施日)

滑川市中川原地先

氷見市間島地先

8月 5日

8月 6日
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入轡了吉原地先

氷見市叢団地先

魚樟市道下地先

〈方法)

8月 7日

8月12日

8月21日

テングサ資源量調査(枠取b法、写真記録、投石効果、付着物観察〉

海況観測調査(水温、塩分、 PH， S S ) 

(結果)

。)テングサの着生量状況(m'当b平均着生量〉

吉原 道下漁場地先

着生量 1，48 0 1，0 6 0 

(2) 漁場現況

吉原 着生量良好 投石の埋没多L¥

滑川

700 

水質良好

間島

920 

(単位 g ) 

薮田

1，49 5 

〈注〉 重量は生換算

道下 着生量良好 業伸(ArachnodiscuSsp.Cosinodiscus sP.の付着が若干

みられる。投石蝦y果、良好

滑川 水深3m以浅では着生量不良、ヒメフシツナギが優占種、 3-7m着生良好

間島 着生量は平均的でまい。投石の埋没多い。葉体は泥かぶb多L、。着生量やや不良

蔽回 投石地点、着生良好

β) 品質及び着生量

全般的陀品質、着生量とも各海域良好で平年作以上と判断した。

〈調査結果登載印刷物)

浅海増殖漁場資源調査結果報告(4 9年度)富山水試

8. 特定漁場資源生態調査(黒部市石田地先漁場)

奈倉 昇

(目的)

黒部市石田地先の浅海域医生息する有用貝類マツヤマワスレの増殖を推進させるためKマツヤ

マワスレの資源量の把握と生態、食害がよび共存生物量について調査する。またコダマ貝の移殖、

放流について実施し、その効果を究明する。
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〈実施状況〉

れ) 資源生態調査

調査場所 黒部市石田地先10m以浅 〈別図)

調査日 昭和49年6月27日

調査方法

小型桁びき網KよT10m以浅の底生動物を採取する。桁網の曳航時聞は5分とした。

調査結果

マツヤマワスレの生息量密度(稚具〉

s七 採 取 量 生息密度(個体:/rrt) 

361 個 1 2 0 個

2 296 4 9 

5 3 7 7. 4 

4 1 3 3 1 1 

5 4 4 1 5 

6 。 。

桁びき網操業位置

石田水域

/'・・』、』
ー ‘ - 、、、

/ m 
田

市ノ ¥ 
2i/ 10m 

¥ 
、、、

¥

4

¥

 

咽

2

・
，
a

.

ヘ

¥

郡

白

¥

ソ

¥

べ

¥

一

¥

ふ

¥

δ

、
持

℃

¥

¥

s

 

h
守

均

¥

、
必
'
¥
ヘ部

、、 、、

、、
¥ 

、、、
、、、

¥k  
¥¥  
、、同

、、

、、

→生地

。 2日 5∞m 
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要約

① マツヤマワスνの生息水深範囲は、水深3，...，7mVC多<10m附近K走ると少量K在る。

② マツヤマワスレの稚貝の分布量は多いが、成貝は非常K少在、、。

@ 石田地先の浅海域と <VC訂線附近の優占種は、ヒメカノコアサリでとれをモミジガイが

餌としているo

ω ヨダマ貝移殖放流調査
移殖放流場所 黒部市石団地先10m以浅

移殖放流量

購入先

放流日

移殖効果調査

〈印刷物〉

1.500kg 

茨城県大洗漁協

昭和49年11月20日

昭和50年度調査実施

調査結果については、ヨダマ貝の移殖効果調査も加えて、近〈特定漁場資源生態調査報告

〈黒部市石田地先〉として報告予定。

9. アユ資源調査

奈倉昇

(目的〉

県内河川のアユ貨預の保護増産対策を樹立するζ とを目的とする。今年度は角川のアユそ上生

態Kついて調査を実施する。

〈方法〉

(1) 対象河川

(2) 調査期間

(3) 調査位置

(4) 調査方法

角川(2級河川〉

昭和49年 5月7日，...，5月29日

八幡橋上流〈河口よb約7km) 

稚アユ採取方法

観測項目

建網(別図〉

水温、流速、水位、濁b
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〈結果の概要〉

そ上稚アユ採取結果

調査日 虫00-11.00 11.00-1400 1400-16.00 16.00-18DO 計

5月 7日 5尾 1 2尾 5尾 1 3尾 33尾

5月17日 2 2 8 8 1 2 5 0 

5月29日 9 2 5 8 6 48 

そ上稚アユ捕獲建網張立図

建網 〈左岸〉

鉄パイプ(50.O影〉

17.4m 。河口

垣網

(右岸〉

建網位置断面図

〈右岸〉

測深日 S 4 9. 3. 4 

1 7. 4 m 

。)稚アユのそ上数日、変化Kよる時間的変化をみると 11. 0 0 --1 4. 0 0時が最も多い。

位) 採取稚アユは、平均BL8 4%、BW6.6gであった。
(3) 建縞採取方法Kよる稚アユ採取量は、 1日〈呪 00-18.00)当!J33--50尾で非常

K少量であった。

(4) 調査期間中の水温は、 1 3. 4 ....... 1 8. 6 ocの範囲で推移した。

〈調査結果登載印刷物〉

角川VC$-けるそ上アユの生態調査(4 9年度)富山水試
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10．種苗生産試験（栽培技術開発調査事業を含む）

Ｉヒラメ種苗量産試験

Ⅱクルマエビ種苗量産試験

Ⅲガザミ種苗遺産試験

とりをとめ木名瀬元夫

（目的）

日本海栽培漁業の一環として県営栽培センターの建設が実現することとなったことに伴ない、

人工種苗の量産化を目的とした技術開発試験。１／２国庫補助事業。

（担当者）

堀田一夫、奈倉昇、角祐二

（結果の概要）

（１）ヒラメ

県内親魚の採取が困難、採卵は乾導法、飼育尾数５万尾

ふ化仔魚は水温２０～２４℃で２７日目で全長１．０５c画となり変態完了

生残率は１．８９も

シオミズツポワムシの適密度は１０～１５個体／ｃｃ

（２）クルマエビ

産卵回数６回で産卵率２９１８筋、ふ化Ｎ数４００万尾、親エビの産卵率が悪い。

餌料が天候に左右されて増殖が不十分、放流サイズ（３cm）種苗１３万尾。

富山市四方地先放流

（３）ガザミ

Ｚｏｅａ幼生２０万尾、歩留りは0.6196,餌料としてシオミズツポワムシ、アルテミア、

餌料密度は平均0.6個体／cc・Ｚ－Ｚ３の生存率７５．２筋、放流サイズ（２～５ｃｍ）

種苗１，２００尾、滑川地先放流。

(調査結果登載印刷物）

昭和４９年度種苗量産技術開発事業報告書（ヒラメ、クルマエビ、ガザミ）富山県水産試験場。
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W ワカメ樋苗生産事業

〈目 的〉

ワカメ種首の養殖事業者への配布を目的とする。

〈配布先及び数量〉

漁協及び研究会名 数量制

宇波漁協 2.00 0 

薮田漁協 2.000 

滑川漁協 1. 0 0 0 

太田漁業研究会 1.50 0 

石田漁業研究会 1.500 

計 8.000 

v アユ種苗生産試験

(目 的〉

県内河川lの放流用7ユ種苗の供給K対処するため陀種苗量産化を図る。

〈方法〉

。)採卵#よびふ化

①親魚 天然産(神通川〉

@採卵日 ?月 29日

@ 採卵数 2 5万粒

@ ふ化月日 1 0月12日

⑥ ふ化水温 1 4-1 9
0

C 

@ ふ化数 5万尾

① ふ化率 20~ 

(2) 飼育地

1号池 〈室内)1 2トY (2X1.2X5m) 

2号池 (室内)2.4トン (1xt2x2m) 

(3) 飼育現境条件

-24-
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①飼育水

受精卵→０日→２日→１００日→１６０日→１９０日

一淡水→半かん水一海水一淡水副敵一淡水

②水量

１号池０５回転／日２号池１～2.5回転／日

③放養密度

１号池１５，０００尾１，５００尾／日

２号池５，０００尾２，５００尾／日

④飼育水温’５～１８．２℃

（４）餌料

シオミズツポワムシ（０～３０日）

卵黄（５～３０日）

アルテミア （３０～１２０日）

配合餌料（５～１９０日）

（ＡＬＴ，ＴＰ～ブレーク粉末）

（５）飼育効果

①期間４９１０１２日～５０．４．２５日（１９５日間）

②取りあげおよび歩留り

飼育密度取りあげ尾数歩留り魚体の大きさ

１号池１５，０００尾３４４尾２．５９６５．２cm（１．１７９）

２号池５，０００３５２２．１５．５（１．６７９）

③主な減耗要因

冬期間加温するために換水率が悪く水質を悪化させた。

（６）今後の方針

①大型タンクによる量産試験

②冬季期間中の換水率を大きくし、水質の悪化を防ぐ。

③奇形魚の原因究明

(調査結果登載印刷物）

昭和４９年度あゆ種苗生産状況（第１１回あゆ部会資料）昭和５０年６月富山水富山水試
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11. 淡水魚族試験指導〈ヨイの穴あき病K関する試験)

角祐二・宮崎統五・木名瀬元夫

〈目的〉

前年度に引続き、本年も穴あき病Kよる被害が多〈みられた。そとで穴あき病の原因と対策を

究明するため、外商現寄生体との関係、細菌検査などをbと在った。

〈実施の状況)

外部寄生体について

。)方法

穴あき患部周辺の体表面を肉眼的及び顕微鏡Kよる観察をbと在った。

(2) 結果と考察

水カピ類 50~、エピィスティリス 3 0 婦、コスティ 730~その他 5 穏類の外部寄生体

がみられたが、特K共通しているものはな〈今回の調査では穴あき病との関連は明らかでは

在かった。(第1表〉

E 細菌検査について

。)方法

昭和49年8月穴あき病魚の患部よT2種類の菌が分離され、とれらの菌株(仮称Aーし

V-1 )の復元試験・薬剤感受性試験(ディスク法)及び菌の同定を告と在った。

。)結果と考察

復元試験の結果、 A-1 はいわゆる穴あき症状を示し舞死率は 60~であり他の生残魚は

しだいK治癒していった。とれK対してV-1は接種後2日目で 10 0 ~舞死し接種部位は

隆起し内部はかいよう状態を示した。〈第2表〉

薬剤感受性試験の結果、 A-1はタロラムフェニコールやテトラサイクリン左ど数種の抗

性物質Kし:か感受性を示さず治癒薬の薗で問題があると思われる。 V-1ではほとんどの薬

剤K対し感受性を示した。(第5表)

菌の同定、第1次鑑別ではA-1及びV-1ともVCAeromonas属であった。 A-1は途

中死滅したためV-1だけ各種性状試験をbと在った。その結果V-1はAeromonas

hydroph1~a subsp anaeogenesと思われる。〈第4・5・6表〉

一26ー



第１表外部寄生･体について 第３表薬剤感受性（ディスク法〕

魚体妬 １２５４５６７８９１０ 薬剤名 Ｖ－１ Ａ－１

水カビ類 ○○○○○ ペニシリン

エピィスティリス ○ ○○ エリスロマイシン 汁

コステイア ○ ○ オレアント・マイシン

キロドネラ ○ ロイコマイシン ＋

トリコディナ ○ クロラムフェニコール ．H＋ -|＋

ギロダクチルス ○ テトラサイクリン 冊 ＋

白点原虫 ○○ ジヒドロストレプトマイシン 州。

イカリムシ ○ カナマイシン 州

コリスチン -|＋

スルフイソキサゾール 冊

スルフイソメゾール 舟

第２表復元試験

スルファジメトキシン -H十

０１２５４５６７８ 生残率
スルファメトキシビリタジン 舟

例
スルファフェナゾール 冊

Ｖ－１ ５２１００００００ ０ スルファメトミジン 舟
(尾）

ジハイド辿烈キシメチルフラトリジン 舟

Ａ－１ ５５５４５３５２２

(尾）

４０
スルファモノメトキシン 舟

スルファメチゾール 冊

対照区 ５５５５５５５５５ １００

(尾） スルフイソミジン 舟

－２７－



第 4表分離菌の一般性状

V-1 A-1 A-h C-A C-B 

単 極 鞭 毛 + + + 

運 動 性 + + + + + 

グラ ム反応 一 一 一 一 一
o - F 試験 F F F F F 

グルヨースからのガス産生 一 + 一 + + 
オキシターゼ + + 土 + + 

0/1 2 9感受性 一 一 一 一 一
ノポピオ~ :/ + + + 
，、.=. シ ン 一
カタ フ ー ゼ + + + 

硝酸塩環元 + + + 
ゼラチ y 液化 + + + 
イ y ドール + + + + 
v 一 P + 土 + + 
M 一 R 一 土 一
硫 イ包 水 素 + + + + 
リジンデカルポキ γ ラーゼ 一 一 一 一
ウレア ーゼ 一 一 一
コレラレフド + 
クェ Y 酸塩 + 

酒 石 酸 塩 + 一 一
-qロ Y 酸塩 + + + 

V-1・A-1 富山水試分離菌株

A -h : Aeromonas hydrophila subSp anaerogerogenes(Bergey's man-

ual of Determinative Bacteriology Part 8 ) 

C-A.C-B:魚病研究4(2) 1 9 7 0 ， 3 :rイ科魚類の立鱗病に関する研究1 (病魚か

ら分離したAeromonas菌について〉 楠田理一・高橋幸則
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第５表分離菌の各種炭水加物分解性

Ｖ－１ Ａ－ｈ Ｃ－Ａ Ｃ－Ｂ

グルコース ＋ ＋ 企 ＡＧ

フ ムノ－ス

ア フ ピノ－ス ＋

キシロ－ス

フ クト－ス

サッカロ－ス Ａ ＡＧ

マルトース 十 Ａ ＡＧ

トレハロ－ス ＋ ＡＧ ＡＧ

フ ブイノース

マンニト－ル ＋ ＋ Ａ ･ＡＧ

イノシト－ル

ザリシン ＋ Ａ ＡＧ

アドニト－ル ＝一

ズルシト－ル ＝ ー ー

ソ ルピト－ル

Ａ：酸牽牛Ｇ：ガス毒牛

第６表分離菌の培地・Ｎａｃユ・温度の発育

Ｖ－１ Ａ－ｈ ０－Ａ Ｃ－Ｂ

マッコンキー培地における発育 ＋ ＋ ＋

ｓｓ培地における発育 ＋ ＋ ＋

Ｎａｏユ濃度における発育範囲 ０～４妬 (７筋）－ ０～４９６ 0～４冊

ＰＨにおける発育範囲 ６～９ 5.1～8.8 4.7～8.9

５℃における発育

２５℃における発育 ＋ ＋ ＋

３７℃における発育 ＋ ＋ ＋ ＋

－２９－



12．水産加工技術試験

高松賢二郎・菅野健治

Ｉウマズラハギの有効利用加工試験

（目的と実施の状況）

富山湾におけるウマズラハギの漁猿過の急増にエる皮剥処理問題の解決おエび大量加工処理と

してウマズラハギの蒲鉾の試作試験。

（１）試験方法

①原料魚

体長約１４～１５cmのウマズラハギを水揚げ後、－３０℃冷凍ストッカーにて、４０日

間凍結貯蔵後解凍し、蒲鉾原料とした。

②製造工程の概要

原料魚→裁割（頭部内臓除去）→洗浄→採肉（スタンプ式採肉機）→水晒（約５倍量の

水で５回水晒）→脱水（遠心脱水機）→播潰（食塩３弼塩ずり後、４銭f粉１０９６、化学調

味料0.5冊、砂糖５筋、ミリン１冊混合）→成形→加熱（沸騰水中に５０～４０分間）→

冷却。

（２）試験結果及び考察

原料魚の歩留は、裁割後、５２．７筋、水晒脱水後１８．３筋、副原料混合後、２４．８粥であ

った。晒し身の歩留が１８．５冊では、かなり低いものであり、企業ベースに乗せるのは、メ

リットが小さいと考えられる。

ウマズラハギの皮剥処理の解決であるが、ロール式、スタンプ式のいずれの魚肉採肉機を

使用しても、可能であるが、その落し身を、蒲鉾、フィッシュ・スチックに加工すれば、ウ

マズラハギの大量加工処理問題は解決される。今回の試験では、その蒲鉾を試作してみた。

まず蒲鉾形成能であるが、ゼリー強度あるいは、弾力テストを実施していないが、摺潰暁

成形時の作業中の観察より、充分結着力が感じられた。しかしすり身の白度は、市販冷凍す

り身より低いと感じられた。

（調査結果登載印刷物）

水産物の利用に関する共同研究第１５集（第２２回日本海水産試験場利用担当者会議報告

Ｐ３）
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E ホタルイカ新製品闘発試験

ーホタルイカ〈ん製油潰缶詰の試作一

〈目的と実施の状況〉

ホタルイカの新しい利用加工方法として、桜煮のように柔らか〈佃煮のように長期保存K耐え

る加工品を目的として、ホタルイカ〈ん製油漬缶詰@試作。

。)試験方法

① 原料ホタルイカ

原料ホタルイカは、生鮮物と d年間凍結貯蔵した物を使用した。ホタルイカを桜煮とし

て、次K述べる製造方法κよって缶詰とした。

@ 製造方法の概要

ホタルイカ桜煮→水切タ→〈ん煙(約40.....S00Cで4.....23時間〈ん煙をかける〉→

肉詰(4号缶)→巻締→加熱(110
0

C 40分間〉→冷却

(2) 試験結果と考察

原料ホタルイカの生鮮物と 1年凍結物の製品後の差異は、後者はやや肉質が硬〈、前者の

方が外観上からも秀れていた。

〈ん短時間とその外観は、 4時間〈ん煙のものは、〈ん僅前と外観は特K差異はなく、わ

ずかVC<ん煙のK長いがつ〈程度であb、23時間のものでは、外観は黒味を帯び、強<< 

ん煙がかかっていた。

〈ん煙処理後、 4号缶K肉詰し(<ん煙ホタルイカ 110.....170g、食用ナタネ油とコ

ーy油の混合油230-300g、月冠樹の乾燥葉数枚)バキュームシーマーにて巻締した。

半年後K関缶し、内容物の外観及び試食検査を行なった結果、油は比較的透明であ払内容

物の色が油K着色してい左〈、味は〈ん煙の風味がよく、月冠樹の香bがよ〈マッチしてい

る感じであった。製品を冷蔵庫に保蔵していたためか、内容物の表面及び油K白い結晶状の

物質が析出し、外観を損ねていた。しかし缶全体を加温すれば、との析出物を消失したが、

現在との析出物が何であるかは不明である。

(調査結果登載印刷物)

水産物の利用K関する共同研究第15集〈第22回日本海水産試験場利用担当者会議報告

P 5 ) 
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13.富山湾水質環境調査

I 富山湾水質環境調査

菅野健治・高松賢二郎・宮崎統豆

〈目的〉

昭和46年~昭和48年度調査によ払富山湾内周年汚濁は小矢部川捕直川両河川除が主要

因であるととが明確と在ったが、湾全域を対象としていたため、その詳細左拡散状況は不明瞭と

なっていた。今年度は小矢部川、神通川河口部の濃境基準設定事前調査とあわせて、両河川阿ロ

半径4km以内Kついて詳細在調査を実施し、有機汚濁の現状を明らかとし、環境基単の基礎資料

とするとともK、湾内水質汚濁をよb細密K把鍾せんとするものである。

〈実施状況〉

。)調査期間 49年4月-50年5月 毎月 1回(8月火測〉

(2) 調査地点 両河川河口よb放射線状VC5線、 o、0.5、1、2、久 4kmの52地点

(劫調査水深 表層、 2m、10m層

(4) 調査船 宮丸、立山丸、剣山丸

(5) 調査項目 水色、透明度、水温、 P耳、 DO、ss、OOD(アルカリ法及び酸性法〉

(調査結果の要約〉

。)小矢部・庄川及び神通111河口;域VC$'ける河JII水の拡散は、極めて複雑であるが、表層で顕

箸で流入軸より約7-100 程度東方K傾いた半締円形を示し、西側で等塩分線が密集し、

東側で広い傾向があれ小矢部・庄川で著しい。

(2) 中極分域(2 4 -2 5施。〉の範囲はそれほど異ら左いが、初期混合域の範囲は小矢部・庄

川で小さし神通川で大きし河川i水の流入条件の相違Kよる変化が生じている。

(3) 2 m層VC$-いては、水平拡散に比較し 10-.寝震と小さいが、前者でほぼ32%。台と高餓

で安定しているのに対し、後者で27-31%0台と変化が生じ河川|水の影響が強〈在ってい

る。 10m層では、両者とも 33.6~弘前後と変化左 L 、。

(4) 両河川末端でのBOD、C0 D al、 C0 D acldの出ま1.0:1.4:1.9と推測され、

00 D al負荷量は、小矢部川で69t/day、神通川で88t/dayであるo

(5) 小矢部JII、神通川流入械のC0 D al ([)分布は、調査時毎@変動が極めて大きし最長距離

から見ると、 1J1P!1の大部分、 2PJD(l)半数が4kmを越え、 1-5PP1まで変動巾が大きし安定

した関係は見られない。
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(6) 平均的Kはほぼ全域で1ppaを越えるが、 2p以上で4回以内K入るとともK、西方への拡

散〈東方への鉱散、・沖合方向〉海岸と平行在方向、表層高濃度域及び2m層tc$'いて小矢部

川拡散域、、神通川拡散域等の拡散の特徴が明らかと在る。

σ)河口部での OOD<D分布は、河川水の海域への流入速度等K影響され、流入方向K長軸を

持つ楕円形Kちかし沿岸流によるゆらぎで主b複雑と在るが、平均的K見ると上記の特徴

を持つものであるう。

〈調査結果登載印刷物〉

調査結果Kついては、近<r富山湾水質環境調査報告書Jとして印刷発表の予定。

E 定醤汚水拡散調査

高松賢二郎・菅野健治・宮崎統五

〈目的)

富山湾の汚濁の現状は、定置網漁場にも及んで金払漁業者自からその実態を把握し、環境浄

化K努めようとするもので、県漁連と水産試験場が加われ水質の現況、悪化原因の解明会よび

漁獲量との関係を究明する。

〈方法)

。)採水地点 29地点〈昭和48年度富山県水産試験場年報 P30参照〉

(2) 採水方法 表層、 6地点のみ表層、 20、 50m 

(劫調査項目 天候、風向、風力、波浪、ウネリ、流向、潮流、採水時間、水温、漁獲量

(4) 分析項目 PH、塩分、 ss、OOD

(日調査回数 4.....7月は月 2回、 8.....3月は月 1回計16回

〈結果の概要〉

。) P Hは神通川前、小矢部川前を除けば海域環境基準穿製Aを満足していた。

(2) 塩分は、神通JlI、小矢部JIIの拡散域で変化が大きし前年度と比較して 6地点で低下し、

2地点で上昇している。

(3) S Sは、前年度と比較して、補mJlh小矢部川前で大きく低下して$'"9，河川の上乗せ排

水基準の施行Kよる水質の清澄化が進行しつつあると考えられる。

(4) C 0 D VC: $'いても、河川前の平均値の低下が顕著であ払河川の上乗せ排水基準の施行陀

よる水質改善が進行しつつあ払平均値で低下した地点の増加による定置漁場環境が清澄化

しつつあると推定される。

(5) 過去5年間の年度どとのCOD平均値主払海域環境基準@類裂にあてはめ、 5年間の推
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移をみると、４７年度より４８年度がやや汚濁海域が拡大し、４９年度は回復しつつある様

相であった。

（６）過去３年間のＣＯＤの平均値』Eク調査海域の現境基準毒理lをあてはめると、類型Ａは、氷

忌宮崎、魚津の一部、であり、神通川・小矢部川前は類型Ｃで、他の地点は謬理ｌＢとなっ

ている。

(調査結果登載印刷物）

昭和４９年度定置汚水拡散調査報告番富山水試

14．赤潮等対策調査

取りまとめ相川克己

（目的）

富山湾における赤潮の発生機構を究明する。

（調査内容の概要）

河川水の栄養塩、河川水の海域における拡散、海域における栄養塩の分布、赤潮生物とその発

生濃度、赤潮生物と海水中の重金属などを調査し、SkeﾕetonemacoStatumについて、条件

培養実験をおこなった。

栄養塩は、ＰＯ４－Ｐ，ＮＨ４－Ｎ，ＮＯ２－Ｎ，ＮＯ３－Ｎ，重金属は、Ｆｅ、Ｍｎ,Ｚｎ、Ｃｕ

について分析し、そのほか水温、水色、塩分、ＰＨ，ＤＯ、ｓｇおよびＣＯＤを調査した。

重金属は、富山県公害センターが分析した。

（調査員）

山田稔、奈倉具菅野健治土井捷三郎、堀田和夫、高松賢二郎、宮崎統五、角祐二

（調査結果の概要）

（１）河川における栄養塩の負荷量は、ＰＯ４－Ｐでは、小矢部川０．１１ｔ／day，庄川０．１９

℃/aa尻神通川４．７８ｔ／day、TotaユーＮでは、小矢部川１．５６ｔ／day,､庄川０．７５

．Mia系神通川１９０４ｔ／dayで、いずれも神通川がもっとも高かった。

（２）夏季における神通川の河jlhkは、１ノット前後で海面へ流出し、流軸は、沖合約２kmに及

ぶが、その後、東偏すると推定されへ塩分が２０％oになる範囲は、沖合５～５k画のようであ

った。

（５）表層における水温鰯層の発達と赤潮の発生がよく一致し、塩分では良２２～３３．１４％･の

範囲で発生がみられたが、２５～５０％oでの発生は、全体の６４９６を占めていた。
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(4) 赤潮発生海域は、高PH、DO過飽和の状態が出現し、両者の各層の経日変化がよ〈一致

していた0・また、発生海域は、神通川の汚濁水の影響と赤潮による 2次汚染陀よって、 COD

が高〈、 6月14日--1 8 日 Kは、表層で 8 P1J11~遥した。

(5) 非発生時陀会いては、塩分と PO，，-Pj:，"よびTota1-.Nとは負の相関がみられ吋 PO，，-P

bよびTota1-Nは、河JIIから供給されているととが明らかK在った。

(6) 富山湾陀長けるNとPの水平介布は、神通川、小矢部JIIj:，..主び庄JIIの拡散域医合致してい

るが、特K夏季は、神通川から湾東部K高濃度のN、Pが分布してb夕、赤潮発生の基礎要

因がそ左わっていると推察された。

(7) 赤潮生物の優占種は、前年と同じ<Chaetoceros SP 、 Ske1etonema Costatum 

で、次~Nitzshia Sepia1a， Rhizoso1enia SP とすべて珪藻類であった。

(8) 発生漉庭は、表層......2m層で濃密で、 5m層から急激K希薄と在夕、 10m層では平常在

分布であった。ミリポアフィルタ-V(よる定量分析では、 Ske1etone皿a、Chaetoser-

08とも 50...... 1 5 0 x 1 03 C e 11/ ccとか在b高濃度であった。

伊) S 3 6液(L ， Provaso1i，主主 AMc1augh1in and M. R.. Droop:Arcl¥; ，Micr-

Obi 01，2 5， 3 9 2 -4 2 8 ( 1 9 5 7 )によって、 Ske1etonemacostatumの条件培

養実験をbと在った。徴量金属は、あまり増殖K関係してい在いようであったが、 N、P、

S i、thiamineが増殖の促進陀影響しているようであったo V B
12は、一定量を超える場

合Kは、あまタ関与し左いようであった。

no 多発海域~j:，..ける海水中の重金属含有量と他の海域医砕けるそれとは差がみとめられず、

発生時VC$--いても発生中心部、周辺部、外部とに差がみとめられ在かった。また、発生時と

9 月~$--ける水平分布K も差がみとめられ左かった。

(今後の課題〉

富山湾~$--ける富栄養化の傾向と赤潮生物の種の変せんの把握

〈調査結果登載印刷物〉

近<r昭和49年度赤潮調査報告〈富山水試)Jとして取bまとめる予定。
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15.富山湾沿岸海域流動漁況調査

取bまとめ相川克己

〈目的)

伏木外港の建設か計画されているが、漁業Kどのよう左影響を及ぼすかを 48~よび 49 年度

の2ク年で調査した。

〈調査員)

相川克己、山田稔、今村明、奈倉昇、菅野健治、萩原祥信、土井捷三郎

〈調査方法の概要〉

外港建設計画の規模の概要。久一文字堤構造の防波堤2，600 m、設置位置の両端の水深20 

m、距岸1，1 0 0 --2， 0 0 0 m、埋立による港湾施設用地造成1.14km'である。

本場でをと在った次の調査bよび関係機関から公表された資料と一般的知見にもとずいて調査

した。

漁海況定期観視IJ

富山湾海谷調査

富山湾沿岸細密調査

沿岸漁況調査

(調査結呆の概要〉

浅海域漁場環境調査

漁場利用調査

底質調査

(1) 外港構造物で固まれた範囲では、既存漁業の操業が不可能陀在b、また水産生物の成育場

としての機能を消失する。

(2) 外港周辺の流動の変化と構造物劫え魚の行動に影響し、停滞または逸散といった行動が付

近の漁業Kプラスまたはマイナスの影響を及ぼす。水深20m以浅で行左われている回遊性

魚類を対象とした漁業に及ぼす影響が大きいであろう。また岩崎鼻岩礁地帯。藻穿漁場は、

水の交換の悪化Kよって、漁場価値が減退すると考えられる。

(劫 外港周辺陀bける流動と波浪の変化は、海底地形と底質を変え、底捜性魚介類の漁場陀影

響すると考えられる。

(4) 小矢部川から流出する汚濁河川l水の停滞域の拡大と河口水質の沖合への移動bよび外港の

利用陀よって生ずる水質の汚濁は、水産生物と餌料生物陀マイナスの影響を与え、特に卵稚

仔、底楼性魚介類が影響を受けやすいが、汚濁物質の処理方法が問題であろう。

(町航行船舶や工事施行陀よって生ずる水中音は、魚K反応し、漁業K影響するかもしれ在い
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が、少ないと考えられる。

(6) 工事施行中の濁bは、浪度によって影響の度合が異走るが、水産生物K何らかの影響があ

ると考えられる。

σ)富山湾全体としては、舛港の刺用によっていちじるしい水質の汚濁が左いとすれば、外港

の建設陀よって、富山湾K来遊する回遊性魚類の量及ひ.種類K変化が生ずるととがないと考

えられる。

〈調査結果登載印刷物〉

「伏木外港建設K伴う漁業関係調査報告書J 富山水試

「富山湾沿岸海域漁場資源基礎生産量調査報告書」 富山大学自然環境保全グループ

漁場資源調査班

16. 漁村青壮年育成対策事業

取bまとめ池田三郎

(目的)

沿岸、中小漁業のにない手と在る漁村青壮年を育成し、その質的向上と若年労働力の確保を図

るため、国庫半額補助事業で下記の事業を実施して本県沿岸漁業の振興陀資する。

(事業の内容)

。)漁業技術研修会

名称 研修内容 開〈会催 場場〉所 開開館催専期期文日は 重量加
鵠 師

人員 所 属 氏名

指鞘K対し 富Ll県議休水量詮館 49年4月23日 35 県水産課長 三宮 亘

グループの相 〈富山市) 県水産調験場長 土配駿一郎

グループ 互の活動連絡 " 49:年7月25日 28 県水産試験撤長 相川克己

指導者研修会 検討 呉羽ハイツ 4昨PP月1 9日 55 県漁連参事 水上義一

〈富山市) 49年9F120日 55 県水産試験場

富U頗森林7.kii話調 49年11月8日 22 研究員 今村 明

〈富山市) 徳井県漁謝鵠協

氷問販指魚業倒噂E 50年5月17日 32 会専務理事 中山 E薄

合連合会

〈氷見市〉

小計 ~ 5 回 延べ6日 延べ

------------
延べ18人227 
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開催場所
開開館催専期期又日は 人重量加員

鶴 師
名称 研修内容

〈会場〉 所 属 氏名

わ帥方I広 魚 樟 市 50年5月18日 1 5 普及員 川崎野ー

bよび〈るま 富 山 市 49年8月28日 1 0 泉水産試験犠騨量 ホ名瀬元夫

えU望殖技術 氷 見 市 50年5月20日 21 11 研究員 奈倉 昇

生産技術 研修会

研修会 ぞでL、かのー 黒 部 市 49:年11月11日 1 2 普及員 浜谷 忠

本禽般術開 魚 津 市 11月12日
13 
23 県水産誤験溺奴 池田三郎

研修 高 岡 市 11 11月15日 8 11 研究員 今村 明

新 湊 市 11 11月16日 1 7 

氷 見 市 11 11月1189日 28 

小計

-------
8回 延べ10日 --------航 19人|計

ー-------

1 3回 延べ16日
完了 ---------

昨 37入

(2) 先進地視察

視察地 視察技術の概略
視察時期叉

日程 言参加者
視察後の報告

備考
は視察期間 人 方法の概要

指導者bよび生産

そでL、か一本釣
4咋 1叩月4日 5日間 普及員 1 技術研修会VC$-い

兵庫県
技術の導入 49年10J116日 研究会員14 て報告検討し印刷

物Kして配布した

香川県
〈るまえびの養

49年10月17日
普及員 1 同 上

殖Kついて
1日間
研究会員 6 

中層魚礁設置に 普及員 1 同 上
49年10月18日 1日間

ついて 研究会員 6 
徳島県

塩蔵わかめにつ
49年10月19日

普及員 1 同 上

いて
1日間
研究会員 6 

計~ ~ 2班 酢22 人I~
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－５９－

(調査結果登載印刷物）

昭和４９年度水産技術交流調査報告書富山水試

〔協力事業〕

17．黒部湖の環境と魚類生育調査

とりをとめ木名瀬元夫

（主旨）

黒部湖の実態に合った魚族の有効な増殖及び資源維持をはかるため、関西電力KKの協力を得て

継続調査を実施した。

（調査担当者）

奈倉昇、菅野健治角祐二、寺岡宏

（方法）

調査月日９月１９日～２１日

一般環境調査魚族調査は前年度に準じた。

（調査の概要）

（１）表面水温は１４．８～１５．１℃であった。

②にじますは湖尻まで拡散することが確認され、また、湖内で最大の沢（タンポ沢）への出

入があることが認められた。

⑤前年度調査時標識放流にじ玄すが６０尾中１尾採捕され、魚体重は４３０９で、約４倍の

増重が認められた。

（調査結果登載印刷物）

黒部湖の嚢境と魚族生育調査報告書（昭和４９年度）富山県水産試験場

なお、本調査結果については、近く１０年分をとり玄とめのうえ印刷配布の予定。

(5)導入技術試験

実施項目
導

先進

入
地

実施方法の

概略
実施場所

実施時期

（期日）
実施者

》

》

謎
備考

試験

兵庫県

柴上港漁協

熱
の

》
睦
改
謎

轟
鍋 49年１１月１１日

49年１１月１９日

49年１１月１９日

評
》
識

究会



18．全国総点検調査（水銀等）

菅野健治・高松賢二郎

（要旨）

県公害防止課の依頼により、水銀等による富山湾の凝境の汚染状況の実態を把握するため、伏

木～宮崎地先の試泥の採集を実施した。

（方法）

調査船伏木・新湊海域（１４地点）７月５１日～８月１日

岩瀬・滑川海域（１４地点）７月５１日～８月２日

魚津・黒部海域（１０地点）８月５日～８月６日

入善・宮崎海域（２２地点）８月７日～８月８日

調査項目水深、外観、色、臭、泥温、Ｅｈ値、ＰＨ

（調査結果登載印刷物）

昭和４９年度水産庁委託事業全国総点検調査（水銀等）報告書富山県

19．化学物質環境調査

菅野健治

（要旨）

県公害防止課の依頼により、環境中における化学物質（ヘキサクロルベンゼン他）を調査して、

環境汚染の実態を把握するため、庄川河口海域における採水、採泥を実施した。

（方法）

調査船はやつき

調査海域庄川河口海域（５地点）５０年２月２１日

調査項目水温、水色、透明度、水深、外観、泥温

－４０－



Ｚ職員の配置
50.5.51現在

()香は、兼務者を外書で示す。

昭和４９年度職員．予算．施設等の概要

1．職員現員数

－４１－

50.＆３１現在

区分 庶務課 漁業資源課 調査船立山丸 利用増殖課 調査船はやつき

場長

次長

課長

船長･樹圏§長

主事

研究員

技・単労

１

１

１

１

２

１

５

２
４
７

１

7(1)

２

計 ６ ６ １５ 8(1) ２

合計 ５５(1)

課名 職名 氏名 異動

場長

次長

小坂光昭

相川克巳

４１４３０土肥誠一郎退職

４Ｒ６５０三富亘水産課長兼務

４２ス２０転入発令

４１４．１水産課漁政係長から

庶務課

課長

主事

運転手

助手

田近滑夫

高田幸子

追野寿之

北条雄也

長
員究
〃
〃
〃

課
研

郎
稔
郎
明
信

三
三
祥

浬
唖
礎
謝
諏

４１４．１漁調委局長から



謀 名 職 名 氏 名 異 動

研 究 員 土井捷三郎

立山丸船長 浦本己之重

11 機関長 池田時夫

11 研究員 相川栄松

11 中島信行

11 金谷鶴作

11 田中孝世
漁業資源繰

立山丸技士 立塚菊次

" 新タ寅信

11 深井敏男

" 堀切忠行

立山丸甲板手 谷井富造

11 西浦 正

" 竹嶋文夫

繰 長 木名瀬元夫 4虫 4. 昇任

研 究 員 奈倉 昇

" 菅野健治

11 堀田和夫

点F 高松賢二郎
利用増殖繰

" 宮崎統五

" 角 祐二 4呪 5. 1 新採用

〈兼務)研究員 荒井優美

はやっき船長 寺岡 広 4虫 4. 1 剣山丸から

" 技士 桐沢長一
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a 昭和49年度予算

事 業 名

場 費

立山丸経常費

富丸経常費

職員研修費

漁況海況予報事業費

沿器漁業観測事業費

沖合漁場開発調査費

定置漁業技術改良試験費

沿岸重要資源委託調査費

予算領

2.908千円

呪679

755 

228 

2.0 7 6 

1.566 

5.549 

555 

346 

浅海増殖漁場環境調査費 596

種首生産試験費

水産加工技術試験研究費

富山湾水質環境調査費

水産業改良普及事業費

漁村青壮年育成対策事業費

ス207

454 

978 

7 1 

460 

あゆ資源調査費 196

赤潮等対策調査費 2.21 4 

淡水魚族試験指導費 443

特定漁場資源生態調査費 400

河口通過稚魚観測事業費

富山湾沿岸海域の流動漁況調査費

水産試験場移転建設事業費

漁場濃境調査船建設費

合 計

464 

5，003 

37.434 

51.40 0 

126.758 

-43-

備 考

国補1.038千円(1/2 ) 

国委346千円(1/2 ) 

国補1.0 0 0千円

国補489千円(1/2 ) 

国補 3 5千円(1/2 ) 

国補230千円(1/2 ) 

国補232千円(1/2 ) 

~ 



4 施設{新設分}

昭和47年度から本場移転建設事業を進めているが、本年度は下記施設を新築した。〈移転先

:滑川市高塚)

屋外試験池

(1) 種苗生産実験池 1 6面

位)魚類飼育試験地 4面

(劫親魚関係試験池(兼餌料培養池)5面

(4) 甲殻類種苗生産池 1面

(司淡水魚養成池 2面

(6) 淡水魚試験池 9面

排水路安全盤工事 105m 

立木移植用根切工事 5 1本

フェンス工事 800m 

工事費 5 0.886千円

5. 船舶{新進分}

漁場環境調査船宮丸〈木10トン 60IP59年建造〉の老朽化に伴走、¥穣境調査に適応した

近千犠備の代船を建造した。

船名 はやっき

建造 松江市福島造船鉄工所

起工 4 9年 7月 5日

進水 4 9年10月17日

竣工 4 9年10月51日

船体 FRPサY ドイツチ構造

長さ 1 6.9 6 m 総トン数 1 9. 9 7トン

幅 5.65 m 馬力 ディーゼル 1 5 0 lP 

採さ 1.59m 最高速力 11.0KT 

近千も装備 -水質測定装置 -漁揚ウインチ

-魚群探知器 ・キャプスタン

.電動測深儀
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	名称未設定

